
令和元年度

協議会の取組状況について

資料１

令和２年５月２７日

1

九頭竜川・北川大規模氾濫減災協議会

福井県管理河川嶺北・嶺南ブロック減災対策協議会



目次

• １－１ 国取組状況について （P3)

• １－２ 県取組状況について （P22)

• １－３ 市町取組状況について （P34)

2



１－１ 国取組状況について
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第３回の協議会において見直した「取組方針」の具体的な取組について令和元年度の実施内

容を報告します。

協議会で実施する具体的な取り組みについて 九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

【ソフト対策】 逃げ遅れをなくす的確な避難行動のため
の取り組み

【ソフト対策】 氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化
一刻も早く災害から復旧するための取り組み

：既に実施した取り組み

：令和元年度の取組内容（実施中も含む）
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・国土交通省では、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで

連続的に洪水の危険度が分かる「水害リスクライン」のシステム整備行い、水位情報などを提供

しています。

水害リスクラインによる水位情報の提供
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

より身近な箇所の危険度を示すことで、防災行動の円滑化を諮ることを目的としており、「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎
の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上流から下流まで連続的に洪水の危険度を表示や水位情報（テレメー
タ水位、予測水位（現時刻における6時間先予測））を見ることが出来るシステムです。

水害リスクライン（自治体向け）URL:https://frlg.river.go.jp
（一般向け ） URL:https://frl.river.go.jp 5



防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充 九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会
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福井県内の小学生を対象として、「住んでいる地域の危険な箇所や避難場所」「家族で相談した約束事」「災害時の行動」
などを盛り込んだ防災マップの作成に取り組んでもらい176作品の応募があり、36作品の受賞者が決まり、11月4日に表彰
式を行いました。 （平成26年度から始めた本コンテストも今回で6回目を迎えました）
今回の表彰式では、各種展示コーナーとともに、地域で活躍されている「防災士ネットワークさばえ」様をお迎えし、“目から
ウロコの防災講座”も併せて開催しました。

最優秀賞 豊 小5年 石田 莉央
優秀賞 豊 小6年 荒木 愛理
優秀賞 北中山小4年 飯田 愛唯
福井新聞社⾧賞 豊 小5年 大谷 颯斗
NHK福井放送局⾧賞 豊 小6年 林田 奏汰

他 入選10名 奨励賞21名
【応募総数:176点】

受賞者

福井豪雨から15年

表彰式

最優秀賞作品 防災講座

おめでとう!!



①九頭竜川水系九頭竜川

②九頭竜川水系日野川

③北川水系北川

④北川水系遠敷
川

簡易型河川監視カメラ 設置

簡易型河川監視
カメラのイメージ

（国土交通省HPより）

避難行動のための情報発信等
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

早期の避難勧告等の発令判断や水防活動を支援するため、簡易型河川監視カメラを九頭竜川水系２箇
所、北川水系１０箇所設置しました。カメラ画像を住民に提供することで、避難行動に繋げます。

日野川右岸2.2k 馬術競技場付近
福井市上伏町
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1 九頭竜川 福井市江上町

2 日野川 福井市上伏町

3 北川 小浜市太良庄 

4 北川 三方上中郡若狭町下野木

5 北川 三方上中郡若狭町下野木

6 北川 三方上中郡若狭町日笠

7 北川 三方上中郡若狭町日笠 野木口

8 北川 三方上中郡若狭町兼田

9 北川 三方上中郡若狭町

10 北川 三方上中郡若狭町井ノ口

11 北川 三方上中郡若狭町下吉田

12 北川 三方上中郡若狭町新道



・洪水時の逃げ遅れをなくすことを目的に、平成29年より運用を開始している洪水予報等のプッ

シュ型情報配信を、各市町の広報誌に掲載して頂きました。

避難行動のための情報発信等
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

永平寺町広報誌
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・「災害時等の応援に関する申し合わせ」を取り交わしている自治体の防災担当職員を対象とし

て、災害発生時に迅速な復旧作業が実施できるよう災害対策用機械の操作訓練を実施しました。

排水活動及び施設運用等の強化に関する取組
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会

日時：令和元年６月１３日(木)１３：００～１５：３０
場所：福井県坂井市三国町山岸地先(九頭竜川左岸堤防)
内容：「近畿地方整備局の災害対応支援」講習、「災害対策用機械の留意点」講習、「災害対策用機械操作」訓練

参加者：４１名(福井県域自治体３１名、国交省１０名)、報道関係者 ３名

概 要

ｓ 訓練の様子

災害対応支援、災対用機械の留意点の講習 排水ポンプ車の設置訓練

照明車の設置訓練 Ku-SATⅡの通信訓練 対策本部車の構造や機能を学習 9



・住民一人ひとりが、自分自身に合った避難に必要な情報を取得・判断・行動を把握し、「自分の

逃げ方」を手に入れるための、「マイタイムライン」講演会を開催しました。

タイムラインの活用に関する取組
九頭竜川・北川

大規模氾濫減災協議会
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つつ

九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

洪水を河川内で安全に流す対策

河道掘削

整備イメージ

位 置 図

片粕地区

上合月地区

片粕地区

実施箇所図

河道掘削箇所（片粕地区）

箇所名

凡 例

：R1実施箇所

：R2実施予定

箇所名

箇所名
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つつ

九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

洪水を河川内で安全に流す対策

堤防整備

位 置 図

福井県庁

福井市役所
足羽山

整備イメージ

ドレーン

中藤新保地区

中藤新保地区

実施箇所図

箇所名

凡 例

：R1実施箇所

：R2実施予定

箇所名

箇所名

中藤新保地区

宇随地区

堤防整備箇所（中藤新保地区）
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九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

危機管理型ハード対策

堤防裏法尻の補強

整備イメージ

下江守地区

位 置 図

実施箇所 実施箇所図

箇所名

凡 例

：R1実施箇所箇所名

久喜津地区

堤防裏法尻補強（下江守地区）
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九頭竜川・北川
大規模氾濫減災協議会

洪水を河川内で安全に流す対策

河道掘削

位 置 図

水取地区
水取地区

小浜市役所 小浜ＩＣ

小浜湾

実施箇所図

水取地区

凡 例

：R1実施箇所

：R2実施予定

箇所名

箇所名

河道掘削箇所（水取地区）

整備イメージ

1.0k

2.0k

河道掘削範囲

つつ



防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充

『お天気フェア2019』
講座「なぜ雨は降ってくるのだろう？～福井豪雨から15年～」 ・ 展示体験ほか

『学校安全総合支援事業（学校防災アドバイザー）』
福井県から委嘱を受け、防災士会と分担し、小中高校における防災講話、避難訓練への協力、
防災マニュアルへの助言等（８校実施）

『出前講座』 多数実施
『ブース出展（パネル展示・気象実験） 』
「2019年度もっとクロス！赤十字フェスティバル」「福井市防災フェア」「わが家のぼうさいコンテスト」ほか

防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充 福井地方気象台

『学校安全総合支援事業（学校防災アドバイザ―）』
三国中学校 令和元年11月11日

シェイクアウト訓練

『お天気フェア2019』
エンゼルランド 令和元年7月27日

講座
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防災に関するその他の取組

『気象防災講習会』 福井県市町災害時対応力強化研修（福井県危機対策・防災課主催）
『地域防災リーダースキルアップ研修』 防災士・自主防災組織リーダー・消防団員対象

（福井県危機対策・防災課主催：越前町織田コミュニティセンターほか）
『要配慮者利用施設の避難確保計画作成講習会』 要配慮者利用施設対象

（市町・福井県砂防防災課主催：永平寺町ほか）
『気象庁ワークショップ』 住民向けワークショップ（福井市麻生津地区ほか）

『気象防災講習会』 福井地方気象台
令和元年5月14日（嶺北対象）・5月15日（嶺南対象）

防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充

『気象庁ワークショップ』
福井市麻生津公民館 令和元年6月25日

福井地方気象台

16



防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充

防災に関するその他の取組

■ 防災気象情報等の改善（気象庁に基づく）
例：危険度分布の改善（「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示）
□リアルタイムの大雨の危険度と併せ、自分が住んでいる場所の危険性も同時に確認できるよう、
「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示するように改善。

□住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令につながることを期待。

福井地方気象台

17
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●ダム下流河川における水害リスク図の作成
●放流警報設備の改良

①平常時からの情報提供 ダム下流河川における水害リスク図の作成
平成３０年７月豪雨において、ダム下流河川における水害リスク図が作成されていないため、リスク情報が住民等に十分に周

知されていなかったことが課題として挙げられています。ダムの施設規模を上回る洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保等を図るた
め、九頭竜ダム・真名川ダムの下流河川を対象として想定最大規模降雨による水害リスク図の作成に着手しました。

②発災時の住民への情報提供 放流警報設備の改良
特に、異常洪水時防災操作移行時に住民等へ的確に警報を伝えるため、避難勧告等を発令する市町村とも連携しつつ、放流警報

設備の改良に着手します。具体には、九頭竜ダム及び真名川ダム管内の放流警報施設に対して、局舎浸水対策（耐水扉への交換等）
を実施。堤内向け放送用スピーカの増設設計を実施しました。

九頭竜川ダム統合管理事務所

水害リスク図作成範囲 放流警報設備の改良イメージ

局舎浸水対策
（耐水扉への交換）
令和元年度 実施済

真名川ダム

九頭竜ダム

水
害
リ
ス
ク
図
作
成
範
囲

（
真
名
川
）

堤内向スピーカの増設
令和元年度 設計済
（令和２年度工事予定）
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●九頭竜ダム・真名川ダム
事前放流実施要領の策定①

●より効果的なダム操作等による洪水調節機能の強化 利水者との調整による事前放流実施要領の策定
平成３０年７月豪雨及び令和元年台風１９号において、甚大かつ長時間にわたる豪雨によって洪水調節容量を使い切り、異常洪水

時防災操作（緊急放流）を実施したダムがあったことについて、異常洪水時防災操作を回避する有効な手段の一つとして、利水容量
の一部をあらかじめ放流し、より多くの洪水調節容量を確保する事前放流（洪水貯留準備操作）があります。
利水者との調整により九頭竜ダムでは令和元年９月、真名川ダムでは令和元年７月に事前放流実施要領を策定し、より多くの洪水

調節容量を確保する事前放流の運用が可能となりました。

九頭竜川ダム統合管理事務所

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

異常洪水時防災操作
※計画規模を超える洪水に

対し、放流量を流入量へ

徐々に近づける操作。

流量

時間

貯留

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

流入量

放流量

流量

時間

事前放流

事前放流

貯留

利水容量の一部を洪水発生

前に放流して容量を確保し

この容量も用いて洪水調節。

事前放流のイメージ 計画規模を超える洪水
に際して、異常洪水時
防災操作の回避や実施
の遅らせが可能
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九頭竜ダムの事前放流
事前放流実施の条件

貯水位が標高５５９．７メートルを超え、次に各号の一に該当する場合には、事前放流を実施するものとする。

一．台風の中心が東経１３３度から１３８度までの範囲内において北緯３２度以北の範囲に達し、九頭竜ダムの流域内（以

下｢流域内｣という）における総雨量が２００ミリメートルを越えると予測されるとき

二．流域内における累加雨量が５０ミリメートルに達し、さらに総雨量が２００ミリメートルを超えると予測されるとき

洪水調節容量： 3,300万m3

堆砂容量
（死水容量）

利水容量

洪水調節容量

事前放流
←560.0メートル

←564.0メートル

←559.7メートル
事前放流容量： 240万m3

←529.0メートル

●九頭竜ダム・真名川ダム
事前放流実施要領の策定② 九頭竜川ダム統合管理事務所
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真名川ダムの事前放流
事前放流実施の条件

7,640万m3

堆砂容量
（死水容量）

利水容量

洪水調節容量

事前放流
←348.0メートル

←365.0メートル

346.0メートル

280万m3

貯水位が７月１日～３１日にあっては標高３４６．０メートル、８月１日～９月３０日にあっては標高３３５．４メートルを超え、次

の各号の一に該当する場合。

一．台風の中心が東経１３３度から１３８度までの範囲内において北緯３２度以北の範囲に達し、真名川ダムの流域内にお

ける総雨量が２００ミリメートルを超えると予測されるとき。

二．流域内における累加雨量が９０ミリメートルに達し、さらに総雨量が２００ミリメートルを超えると予測されるとき。

７月１日～３１日 ８月１日～９月３０日

堆砂容量
（死水容量）

利水容量

洪水調節容量

事前放流

8,900万m3

←337.4メートル

←365.0メートル

335.4メートル

209万m3

●九頭竜ダム・真名川ダム
事前放流実施要領の策定③ 九頭竜川ダム統合管理事務所
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１－２ 県取組状況について
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具体的取組

①情報伝達、避難計画に関する事項
a1 避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成

a2 ダム下流河川の避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成

a3 タイムラインの検証と改善（更新）

a4 関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの作成

a5 タイムラインの作成支援
b1 防災行政無線の活用推進のための検討・促進

b2 防災メール、ＳＮＳの利用登録促進

b3 雨量、河川水位、河川監視カメラ映像などの情報を提供（配信）およ
び住民利用促進のための周知・啓発

b4 氾濫の危険性や切迫度がより伝わるよう洪水予報文の改良と運用

b5 洪水危険度分布および予測値の利活用促進

b6 災害発生の恐れがある場合の首⾧とのホットラインによる国、県と市
町の状況共有

b7 要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促進支援

②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
c.ハザードマップの作成･周知等 c1 想定最大外力を対象とした浸水想定区域図等の作成

c2 洪水予報および水位周知河川以外の県管理河川の水害リスク図の作成

c3 想定最大規模の降雨を対象としたハザードマップへの更新・周知

c4 浸水実績図の周知

c5 市町を越えた広域避難計画の検討
d.防災に関する啓発活動、水害（防災）教
育の拡充

d1 小中学校や地域住民への防災に関する出前講座やパネル展の実施

d2 高齢者の避難行動の理解促進のため、地域域包括支援センター・ケア
マネジャー等との連携

d3 出水に対するダムや河川改修の効果の情報提供

③円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
e 避難行動、水防活動に資する施設等の整
備

e1 早期の避難勧告等の発令判断や水防活動を支援するため、水位計・量
水標、河川監視カメラ設置の検討と情報共有

e2 水位周知河川等の見直し

e3 氾濫危険水位等の基準水位の見直し

f1 河川改修の推進

f2 浚渫・伐木

g 危機管理型ハード対策 g1 堤防強化

（１）円滑かつ迅速な避難のための取り組み

事項

a.避難勧告等の発令に着目したタイムライ
ンの作成・活用等

具体的な取組の柱

主な内容

b.避難行動のための情報発信等

f 洪水を河川内で安全に流す対策

①水防活動の効率化および水防堆積強化に関する事項
h 水防活動支援のための情報共有 h1 重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施

i1 水防資機材の備蓄等の確認

i2 水防団員や消防団員の募集の強化

i3 自主防災組織の活用、強化

i4 水防訓練の実施による連絡体制の強化・確認
 （タイムラインの活用も検討）

②市町庁舎等の自衛水防の推進に関する事項
j 洪水時の庁舎等の機能確保のための対策
の充実 j1 庁舎受電設備、非常用発電設備等の浸水対策

k 排水活動等の強化 k1 排水ポンプ車等を用いた排水訓練の実施
l 災害復旧に対する支援の強化

l1 福井県災害復旧アドバイザー派遣制度の活用・支援

l2 大規模災害発生時に緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE)の活用

i 水防体制の強化

（３）一刻も早い復旧のための取り組み

（２）的確な水防活動のための取り組み

令和元年度の取組内容 福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

R1年6月に策定した「減災に係る取組方針」について、R1年度に実施した取組は次の通りで
す。

23

：既に実施した取組

：令和元年度実施取組内容

★ ：令和元年度代表的取組内容

：令和2年度重点的取組内容



想定最大外力を対象とした浸水想定区域図等の作成（ｃ1）

24

平成27年度の水防法改正に伴い、県管理の洪水予報河川および水位周知河川について、対
象降雨を、これまでの「計画規模の降雨」に変え「想定し得る最大規模の降雨」により想定され
る浸水の「区域」「水深」「継続時間」を指定しました。

福井県において「計画規模の降雨」により想定される「浸水想定区域」を指定。

「想定し得る最大規模の降雨」により想定される浸水の「区
域」等を指定。

Ｈ18～19

R元年6月4日

各市町においてハザードマップの作成

各市町においてハザードマップの作成R01～

【平成27年度 水防法改正】 ※対象降雨を「計画規模」から「想定最大規模」変更

国が直轄河川について「想定し得る最大規模の降雨」により想定される浸水の「区域」
等を指定。Ｈ28

県管理の全河川を対象とした「水害リスク図」
の作成

福井県



洪水浸水想定区域を指定した河川 位置図

清滝川赤根川

九頭竜川

足羽川

荒川

天王川

鞍谷川

吉野瀬川

日野川

竹田川
兵庫川

浅水川

江端川

国土交通省 管理

福井県 管理

笙の川

耳川

鰣川

南川
佐分利川

関屋川

遠敷川

九頭竜川

北川

国管理（九頭竜川、日野川、北川、遠敷川）

：平成28年6月に指定済み

県管理：令和元年6月4日に指定
日野川

遠敷川

25

福井県

洪水予報、水位周知河川以外の河川の内、4河川（磯部川、
八ケ川、南河内川、井の口川）については、「水害リスク図※」
を事業の実施に合わせ作成済みである。

（※水防法で指定している河川ではないため「水害リスク図」と言う）

磯部川
八ケ川

井の口川

南河内川

洪水予報河川： 5河川【日野川
※
、足羽川

※
、竹田川、笙の川、南川】

水位周知河川：15河川【九頭竜川、兵庫川、赤根川、清滝川、荒川、江端川、天王川、浅水川、

鞍谷川、吉野瀬川、耳川、鰣川、遠敷川、佐分利川、関屋川】

（※ 日野川と足羽川は、一部水位周知区間を含みます）



浸水実績図の周知（ｃ4）

砂防防災課ホームページで公開している「水害ハザード情報」の浸水実績図に、平成30年度
末までの実績を追加しました。より正確な浸水実績を情報提供しています。

26

福井県



第５章
雨量・水位等の観測および通報水位計・量水標、河川監視カメラ設置の検討と情報共有（e１）

 令和元年度、県の水位計(危機管理型)を２箇所追加

27

迅速な住民避難につながる情報の充実を図るため、水位計および河川監視カメラを追
加配備しました。

福井県

 令和元年度、県の河川監視カメラ(簡易型)を１９箇所新設

河川監視カメラ(簡易型)とは・・機能を限定した低コストの 河川監視カメラ
（首振り、ズーム、動画、夜間の赤外線等の機能なし）

県水位計９９⇒１０１（従来型８３、危機管理型１８） 県カメラ２５⇒４４（従来型２５、簡易型１９）
従来型 危機管理型

番 番 番 番 番
号 観測所名 河 川 名 号 観測所名 河 川 名 号 観測所名 河 川 名 号 観測所名 河 川 名 号 観測所名 河 川 名

1 九十九橋 足 羽 川 22
安沢橋
(石塚)

磯 部 川 43 鳥羽 浅 水 川 64 今庄 日 野 川 1 内山梨子 七 瀬 川

2 朝谷 足 羽 川 23 石塚 竹 田 川 44 糺橋 日 野 川 65 二ッ屋 日 野 川 2 松城 古 川

3
荒川水門

(荒川水位)
荒 川 24 坪江 竹 田 川 45 松成 鞍 谷 川 66 岩谷 日 野 川 3 石上 河 内 川

4
荒川水門

(足羽川水位)
足 羽 川 25 川上 竹 田 川 46 北中 河 和 田 川 67 呉竹 笙 の 川 4 長畝 五 味 川

5 河増 荒 川 26 平岩 竹 田 川 47 宝泉寺 天 王 川 68 野神 笙 の 川 5 北潟 北 潟 湖

6 原目 荒 川 27 諏訪間 永 平 寺 川 48 江波 天 王 川 69 堂 笙 の 川 6 中央公園 大 蓮 寺 川

7
江端川水門

(江端川水位)
江 端 川 28 小舟渡 九 頭 竜 川 49

近田橋

(気比庄)
和 田 川 70 木の芽 木 の 芽 川 7 牛ヶ原 日 詰 川

8
江端川水門

(日野川水位)
日 野 川 29 比島 九 頭 竜 川 50 田中 和 田 川 71 四石橋 井 の 口 川 8 上河端 穴 田 川

9 江端 江 端 川 30 松丸 九 頭 竜 川 51
石田川水門

(日野川)
日 野 川 72 河原市 耳 川 9 河和田 天 神 川

10
狐川水門

(狐川水位)
狐 川 31 井の口 真 名 川 52

石田川水門

(石田川)
石 田 川 73 鳥浜 は す 川 10 持越 足 羽 川

11
狐川水門

(日野川水位)
日 野 川 32 新在家 清 滝 川 53 中平吹 日 野 川 74 三方湖 三 方 湖 11 下平吹 大 塩 谷 川

12 若杉 狐 川 33 大橋 赤 根 川 54 北 浅 水 川 75 和久里 南 川 12 木ノ芽橋 木 の 芽 川

13 上里 底 喰 川 34 貝皿 石 徹 白 川 55
家久

(吉野瀬川)
吉 野 瀬 川 76 中井 南 川 13 井崎橋 ハ ス 川

14 上森田 芳 野 川 35 黒当戸 真 名 川 56 上太田 吉 野 瀬 川 77 和多田 南 川 14 朝霧 鳥 羽 川

15 安保 朝 六 ッ 川 36 秋生 真 名 川 57 粟田部 鞍 谷 川 78 小倉 南 川 15 新保橋 野 木 川

16
岩崎

(金井)
竹 田 川 37 栄 浄 土 寺 川 58 東庄境 服 部 川 79 遠敷 遠 敷 川 16 本郷橋 佐 分 利 川

17 六日 竹 田 川 38 長山 浄 土 寺 川 59 稲荷 足 羽 川 80 四分一 松 永 川 17 戸口 河 和 田 川

18 矢地 竹 田 川 39
砂留花橋

(第3警報局)
浄 土 寺 川 60 河内 足 羽 川 81 本郷 佐 分 利 川 18 樋ノ詰橋 井 の 口 川

19 里竹田 竹 田 川 40 出作 浅 水 川 61 新保 魚 見 川 82 小和田 関 屋 川

20 下兵庫 兵 庫 川 41
黒津川水門

(黒津川水位)
黒 津 川 62

家久
(鯖江)

日 野 川 83 山田 大 津 呂 川

21 長屋 田 島 川 42
黒津川水門

(浅水川水位)
浅 水 川 63 聖橋 日 野 川

番号 監視所名 河 川 名 番号 監視所名 河 川 名
1 九十九橋 足羽川 1 原目 荒川
2 朝谷 足羽川 2 灯明寺 馬渡川
3 勝見 荒川 3 江端川水門 江端川
4 江端町 江端川 4 内山梨子 七瀬川
5 若杉 狐川 5 天池 大森川
6 上里 底喰川 6 松城 古川
7 上新橋 竹田川 7 石上 河内川
8 下兵庫 兵庫川 8 牛ケ原 日詰川
9 新庄 赤根川 9 元町 大蓮寺川
10 横枕 清滝川 10 北郷町東野 畝見川
11 比島 九頭竜川 11 東庄境 服部川
12 万代橋 日野川 12 稲荷 足羽川
13 聖橋 日野川 13 糺橋 日野川
14 上太田 吉野瀬川 14 上河端 穴田川
15 粟田部 鞍谷川 15 戸口町 河和田川
16 鳥羽 浅水川 16 江波 天王川
17 宝泉寺 天王川 17 木ノ芽橋 木の芽川
18 呉竹 笙の川 18 井崎橋 はす川
19 河原市 耳川 19 新保 野木川
20 鳥浜 三方湖
21 和久里 南川
22 羽賀 江古川
23 無悪 鳥羽川
24 遠敷 遠敷川
25 小和田 関屋川

簡易型従来型

赤：令和元年度19箇所

赤：令和元年度2箇所



洪水を安全に流す対策（ｆ）

１３．天王川
９．南河内川

１２．江端川

５．馬渡川

３．八ヶ川（北川）

１．竹田川

６．底喰川

１４．吉野瀬川

黒津川排水機場

和田川排水機場

江端川第１排水機場

江端川第２排水機場

荒川第１排水機場

荒川第２排水機場

２．兵庫川

１０．大蓮寺川

４．七瀬川

７．荒川

１１．一乗谷川

吉野瀬川ダム

８．足羽川

N

河川改修実施箇所（嶺北ブロック）

令和元年度は、嶺北ブロックでは１４河川と吉野瀬川ダムの整備、排水機場の老朽化対策
等を実施しました。

施工状況
（R2年4月撮影）

一級河川兵庫川

狐川排水機場

大蓮寺川

放水路工事施工状況
（Ｒ2年1月撮影） 28

福井県



洪水を安全に流す対策（f）

N

３．三方五湖

４．多田川

１．笙の川
２．井の口川

５．江古川

河川改修実施箇所（嶺南ブロック）

令和元年度は、嶺南ブロックでは５河川と河内川ダムの整備等を実施しました。

橋梁施工状況
（Ｒ2年1月撮影）

二級河川多田川

上部工完了（市塔橋）

河内川ダム

令和元年6月9日竣工
（Ｒ元年6月撮影）

河内川ダム

29

福井県



洪水を安全に流す対策（f）

○安全に洪水を流下させるために堆積土砂撤去、樹木伐採等を実施しました。

○平成３０年度補正予算からは、国の「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」も
活用し、しゅんせつ・伐木を推進しました。

福井県

N

Ｒ元年度（H30補正含む）

樹木伐採 （全体約300万m2） 160万m2

堆積土砂撤去 26万m3

堤防強化（天端舗装） 39km

浚渫・伐木・天端舗装 Ｒ元年度実施箇所

30

令和元年度実施

河川数 箇所数

56河川 82箇所



洪水を安全に流す対策（f）

31

伐木実施事例 笙の川（敦賀市）

堤防強化実施事例 日野川（鯖江市）

Ｒ元.10撮影 Ｒ元.12撮影

Ｒ元.７撮影 Ｒ2.1撮影

福井県



重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施（ｈ１）

河川管理者と関係市町と共同で重要水防箇所の点検を実施し、情報共有を図りました。
引き続き、共同点検を実施し、水防活動、住民避難に役立てていきます。

野木川（小浜土木）

九頭竜川（奥越土木） 足羽川（丹南土木）

江端排水機場現場点検（福井土木） 32

Ｒ１．７．５ Ｒ１．１２．３

Ｒ１．６．１０ Ｒ１．４．１４

福井県



排水ポンプ車等を用いた排水訓練の実施（ｋ１）

県が所有する排水ポンプ車を１台追加配備し、２台体制としました。出水期前にホース・ポンプ
の設置、排水作業の手順を確認することで県職員および運転業者のスキルアップを図るため、
排水ポンプ車の操作訓練を実施しました。

実施内容
日時：令和元年６月１１日（火）１０時～１１時
場所：福井市豊島２丁目地先（足羽川河川敷）
参加人数：約２０名

排水訓練状況

操作説明状況

33

福井県



１－３ 市町取組状況について

34



具体的取組

①情報伝達、避難計画に関する事項
a1 避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成

a2 ダム下流河川の避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成

a3 タイムラインの検証と改善（更新）

a4 関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの作成

a5 タイムラインの作成支援
b1 防災行政無線の活用推進のための検討・促進

b2 防災メール、ＳＮＳの利用登録促進

b3 雨量、河川水位、河川監視カメラ映像などの情報を提供（配信）およ
び住民利用促進のための周知・啓発

b4 氾濫の危険性や切迫度がより伝わるよう洪水予報文の改良と運用

b5 洪水危険度分布および予測値の利活用促進

b6 災害発生の恐れがある場合の首⾧とのホットラインによる国、県と市
町の状況共有

b7 要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促進支援

②平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
c.ハザードマップの作成･周知等 c1 想定最大外力を対象とした浸水想定区域図等の作成

c2 洪水予報および水位周知河川以外の県管理河川の水害リスク図の作成

c3 想定最大規模の降雨を対象としたハザードマップへの更新・周知

c4 浸水実績図の周知

c5 市町を越えた広域避難計画の検討
d.防災に関する啓発活動、水害（防災）教
育の拡充

d1 小中学校や地域住民への防災に関する出前講座やパネル展の実施

d2 高齢者の避難行動の理解促進のため、地域域包括支援センター・ケア
マネジャー等との連携

d3 出水に対するダムや河川改修の効果の情報提供

③円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
e 避難行動、水防活動に資する施設等の整
備

e1 早期の避難勧告等の発令判断や水防活動を支援するため、水位計・量
水標、河川監視カメラ設置の検討と情報共有

e2 水位周知河川等の見直し

e3 氾濫危険水位等の基準水位の見直し

f1 河川改修の推進

f2 浚渫・伐木

g 危機管理型ハード対策 g1 堤防強化

（１）円滑かつ迅速な避難のための取り組み

事項

a.避難勧告等の発令に着目したタイムライ
ンの作成・活用等

具体的な取組の柱

主な内容

b.避難行動のための情報発信等

f 洪水を河川内で安全に流す対策

①水防活動の効率化および水防堆積強化に関する事項
h 水防活動支援のための情報共有 h1 重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施

i1 水防資機材の備蓄等の確認

i2 水防団員や消防団員の募集の強化

i3 自主防災組織の活用、強化

i4 水防訓練の実施による連絡体制の強化・確認
 （タイムラインの活用も検討）

②市町庁舎等の自衛水防の推進に関する事項
j 洪水時の庁舎等の機能確保のための対策
の充実 j1 庁舎受電設備、非常用発電設備等の浸水対策

k 排水活動等の強化 k1 排水ポンプ車等を用いた排水訓練の実施
l 災害復旧に対する支援の強化

l1 福井県災害復旧アドバイザー派遣制度の活用・支援

l2 大規模災害発生時に緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE)の活用

i 水防体制の強化

（３）一刻も早い復旧のための取り組み

（２）的確な水防活動のための取り組み

令和元年度に係る取組内容 福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

R1年6月に策定した「減災に係る取組方針」について、R1年度に実施した取組は次の通り
です。
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：既に実施した取組

：令和元年度実施取組内容

★ ：令和元年度代表的取組内容

：令和2年度重点的取組内容



タイムラインの検証と改善（更新）（a3）

H30年6月に策定した県管理河川における避難勧告等の発令に着目したタイムラインにつ
いて、R1年出水で県内すべての市町が検証を行い、有効であることが確認できました。今年
度も検証を行い、引き続きよりよいものに改善をしていきます。
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防災メール、ＳＮＳの利用登録促進（ｂ2）

適切な避難判断に役立ててもらえるよう市町の防災メールや県のi-ameメール等の防災情報
利用者促進を図るため、広報誌の掲載や防災講座等でチラシの配布を行いました。

i-ameメール登録のチラシ(福井県）

防災メール登録方法のチラシ(敦賀市）
25

防災メール、ツイッター登録方法(おおい町）

防災気象情報システム登録チラシ(福井市）
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施設管理者を対象とした講習会「講習会プロジェクト」を４市町において開催しました。
座学（前期）とワークショップ（後期）を組み合わせて開催することで、洪水・土砂災害の理解が
深まり、計画作成が促進されました。
計画作成義務のある法指定河川について、県内では、永平寺町、美浜町、若狭町が作成を終
了しました。
計画作成後は、施設が避難訓練を実施し、訓練結果をもとに計画の見直し・改善を図ります。

福井県管理河川 嶺北ブロック減災対策協議会
嶺南ブロック減災対策協議会

越前市 南越前町永平寺町 敦賀市

要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促進支援
（ｂ７）
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年度 施設数 計画作成数 計画作成率 備考

H30年度末 840 95 11% 計画規模

R元年度末 1445 571 40% 想定最大規模

Ｒ１．９．２６
２０施設

Ｒ２．２．１８
４８施設

Ｒ２．２．１３
２０施設

Ｒ２．２．５
９８施設

福井県

令和元年度計画作成状況（法指定河川※２０河川）

※水防法に規定する洪水予報河川、水位周知河川

令和元年度 講習会プロジェクト開催状況



想定最大規模の降雨を対象としたハザードマップへの更新・周知（ｃ3）

県管理河川の洪水浸水想定区域の公表を受け、9市町において、ハザードマップの作成に
着手しました。
ハザードマップ（法指定河川とその他河川を含む）のR3年度末100％目標を達成するため、県
は市町担当者説明会を通じ、進捗確認や県統一方針の指導に努めました。

ハザードマップ説明会（県庁）

南越前町ハザードマップ
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令和元年度

着手 ９市町

完成 １町
（南越前町、法指定河川のみ）

ハザードマップ作成状況（法指定河川とその他河川を含む）

Ｒ１．８．２６
５５名出席

福井県



水防体制の強化（ｉ）

自主防災組織リーダー研修会（福井市）

自主防災組織の活用・強化
自主防災組織の取組の強化を図るため、自主防災組織内のリーダーに対して、防災知識向上や的確な避難行動に関する研修会を
実施しました。

自主防災組織リーダー研修会（小浜市）

H31.3.16
参加人数：200名

防災に関する啓発活動、水害(防災)教育の拡充（ｄ）

小中学校や地域住民への防災に関する出前講座やパネル展の実施
水害等から身を守るための重要性を訴えて、防災に関する意識向上を図るため、小中学校や地域住民を対象に出前講座を実施しました。

小浜市防災出前講座（小浜市今富小学校） 永平寺町町⾧防災講座（永平寺町鳴鹿集落センター） 福井県防災出前講座（福井市大安寺小学校）

H30.10.23
参加人数18名
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Ｒ１．１１．１
４年生対象

Ｒ１．１１．１７
８０名

Ｒ１．１２．６
５年生対象

Ｒ１．９．１
８０名 Ｒ１．９．２２

５５名

防災研修会（坂井市）

Ｒ１．１０．１６
６５名



水防体制の強化（ｉ）

水防資機材の備蓄等の確認
的確な水防活動が実施できるよう、市町が出水期前に水防倉庫内の資機材の備蓄状況の点
検を行いました。
引き続き、水防資機材の種類、数量の把握に努めていきます。

点検状況(福井市） 点検状況(あわら市）

実施日：6月8日

点検状況(敦賀市）

点検状況(小浜市）
点検状況(大野市）
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Ｒ１．６．４ Ｒ１．５．３０ Ｒ１．６．３

Ｒ１．６．６ Ｒ１．５．７

点検状況(坂井市）

Ｒ１．５．２９



水防体制の強化（ｉ）

水防団員や消防団員の募集の強化
水害から人命や財産を守る水防活動の担い手を確保するため、国や市町が水防団員や消防

団員の募集活動や広報を行いました。

広報誌による消防団員募集(勝山市） 水防月間チラシによる水防団員募集(国土交通省）
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水防体制の強化（ｉ）

水防訓練の実施による連絡体制の強化・確認
関係市町において、消防職員、市町職員、住民による水防訓練を実施し、水防体制の強

化・確認を行いました。
引き続き、取組みを実施していきます。

水防訓練(鯖江市）

水防訓練(越前町）

水防訓練(おおい町） 水防訓練(敦賀市）

水防訓練(小浜市）
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Ｒ１．５．１９
１５０名

Ｒ１．５．２５
４４０名

Ｒ１．７．１４
１０００名

Ｒ１．６．９
２５０名

Ｒ１．６．８
１６３名



庁舎受電設備、非常用発電設備等の浸水対策（ｊ）
越前市

44

令和元年１０月に完成した新庁舎は、庁舎１階の床高を計画規模の浸水深（+0.5ｍ未
満）以上の＋0.5ｍ以上とし、災害対策本部や防災無線室、サーバー室を想定最大規模
の浸水深（3.0m未満）以上の３階（＋9.3ｍ）に、非常用発電機などの機械設備を最上階の
６階（＋21.9ｍ）に設置し、庁舎機能が維持できる建物としました。
また庁舎前広場は、近隣住民等の一時的な避難場所として、あるいは応援隊の受入場
所として、給排水や電気のインフラのほか、マンホールトイレを設置するなど、災害時の
防災拠点としての機能も有する施設となります。

非常用発電設備等の浸水対策について

令和2年度に完成する庁舎前広場には、給排水や電気などのインフラを
整備するなど、「防災ひろば」として機能を有しています

想定最大規模

現地盤線
計画規模浸水深
（0.5m未満）


